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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：7章1節～9節1

2　　今日のポイント：結婚と離婚について
　 (1)前回までの復習 
　　 コリント教会の手紙１の1章から6章まで、パウロは「教会の問題」について言及しました。教会の問 
　  題はつまり、教会に通う人々の共同体の問題でした。1章～6章の中でパウロは「分派の問題」「クリ 
　  スチャンという人々の本質」「クリスチャン同士の争いの解決方法」「教会内の不品行の問題」などを 
　  取り扱いました。 
　　 前回の6章では、コリント教会のクリスチャンが「自由」という言葉を好き勝手に解釈し、自分の体 
　  を自由奔放に扱っていた部分についてパウロの言葉が語られていました。

　 (2)聖書的結婚観 
　　　 パウロは7章に入って、クリスチャンの具体的な生活について踏み込んで言及しました。これは、教 
　　会での生活(日曜日)だけが大切なのではなく、普段の生活が大切である事の証明です。7章ではパウロ 
　   は結婚について語りました。当時のコリント教会では、6章に言及されたように自由奔放なクリスチャ 
　　ンもいれば、非常に禁欲的なクリスチャンもいたようです。コリント教会の不品行な姿に過度に反対 
　　して、禁欲的な生活を追求するようになったり、霊的に成熟したクリスチャンには性的な関係は適切 
　　ではないと考える人々もいたようです。 
　　　パウロは1節で「男が女に触れないようにした方が良い(触れる＝原語：ハプトー＝性的関係」とい 
　　うコリント教会の人々の考え方について答える形で夫婦の性的な生活について語っています。2節でパ 
　　ウロは「不品行を避ける為に結婚した方が良い」と語りました。当時のコリント教会が売春婦と交 
　　わったりする不品行を重ねて創造主の前で罪を重ねていた姿から、そのように過ごすのではあれば結 
　　婚し、与えられた性的な関係を夫婦の間で満たす事が大切である事を説きました。性的な関係は結婚 
　   の第一の目的ではありませんが、重要な要素である事は事実です。夫婦に許されたお互いの権利や責 
　　任を果たし合う事で不品行の罪を避ける事ができる(2節)だけではなく、悪魔の誘惑にも打ち勝つ事 
　   ができる(5節)とパウロは語りました。
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　当時のコリント教会には、極端な人々がいました。性的に自由奔放に生きるクリスチャン、反対に極度の 
禁欲主義に生きるクリスチャンもいました。パウロは不品行の溢れる世の中で、悪魔の誘惑に打ち勝ちなが
ら主の為に生きるには、結婚をしお互いの為に尽くし合う事の大切さを語りました。また、同じように、性
的な情欲を抑える事ができる賜物が与えられている人には独身で献身する事も説きました。 
　結婚するにしても、独身として生きるにしても創造主に喜ばれる生き方をするという事が一番大切です。 
世の中では「男はATM (金さえ渡せば良い)、女は無賃家政婦」という事が言われているように、間違った価
値観で結婚生活が捉えられています。また独身に関しても同じです。 
　どのようにすれば、私たちがこの世に対して良い影響力を与える夫婦の姿、独身の姿を示す事ができるで
しょうか。

　 　  しかし、お互いが合意の上であれば、一定の期間(しばらく：長期間ではない事を意味する)、禁欲を 
　　 許容する例についてパウロは記録しました。それは祈るためです。創造主に切に願い求め、創造主と 
　　 の関係を深めようとする際には、夫婦両者の合意の元、しばらく祈りに専念する事を許容(そうするこ 
　　 ともできるという許容であって、必ずそうしなさいという命令ではない)しています。 

(3)独身について 
　　　続いてパウロは独身について語りました。8節では「独身者と未亡人」という具体的な対象に絞り 
　  言及しています。彼らは結婚という関係に縛られていない者たちだったからです。パウロは、彼らに 
　  可能であるならば、パウロのように独身であれ！と語りかけました。それは、前述のように結婚すれば 
　  夫婦関係も含めて多くの義務や責務が発生するためです。パウロは、独身で主の働きを行い、夫婦関係 
　  などに縛られる事なく自由に活動を行うことができました。主のための独身の素晴らしさを経験してい 
　  たパウロは、何にも拘束される事なく主の働きができる体験を独身者には勧めました。 
　　　しかし、その独身者になるためには、一つの大きな条件がありました。9節で書かれているように「 
　 自らに起こってくる性的な情欲をコントロールできる人」という条件です。コリント教会の置かれた環 
　 境は、社会的にも性的不品行が横行していただけでなく、クリスチャンでさえも性的誘惑に陥り易い環 
　 境でした。そのような誘惑や自らの情欲をコントロールできる特別な賜物がある人は、独身を貫き創造 
　 主のための働きをすべきだと語ったのです。 
　　カトリックの神父や修道女などの聖職者に独身が求められるのも、第１コリント7章が根拠だと言われ 
　 ています。創造主の為に、人生の全てを捧げ仕えようとする姿です。しかし、この自ら起こる情欲をコ 
　 ントロールする事が難しいため、度々、問題を起こして来ました。 
　　パウロは独身で創造主に献身する素晴らしさを語りました。しかし、創造主はそれぞれの立場で美し 
　 く創造主に仕えることも大切です。アクラとプリスキラの夫婦のように共に力を合わせて創造主を賛美 
　 することもまた、素晴らしい献身です。　
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　　分かち合ってみましょう
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